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H28年度
 一般会計当初予算 億円を可決

村民税
26億円
13%

その他
17億円 9%

繰入金
13億円 7%

県支出金
9億円 5%

国庫支出金
28億円
15%

地方譲与税、
交付金等
14億円

7%

村税その他
3億円 2%

都市計画税
6億円 3%

固定資産税
84億円
42%

※数値は四捨五入

自主財源
119億円

［歳出］［歳入］

総務費
40億円
20%

民生費
52億円
26%

衛生費
24億円
12%

商工費
2億円 1%

土木費
34億円
17%

消防費
6億円 3%

教育費
25億円
13%

公債費
7億円
4%

議会費
2億円 1%

その他
2億円 1%

農林水産業費
6億円 3%

200

一般会計
・全体に委託事業が多い。住民の不利益にならぬよう、業務の改善に努めること。

・公共施設の有効活用、ランニングコストの削減に努めること。

・（仮称）歴史と未来の交流館の設計業務・予算執行にあたっては、住民に情報を公開し、その

適正規模等を再検討すること。

・原子力人材育成への村の支援については、廃炉事業と核廃棄物の安全処理事業に限定すべき。

・子育て支援や健康寿命を延ばす事業については、村民に行き届いた事業内容になるよう期待す

る。

特別会計
東海病院事業について

・余剰金は適正な限度額を定め、不要な余剰金は一般会計に返納し、安全で効果的な運用を検討

すべき。

予算決算委員会で出た主な意見
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